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1 はじめに

1990年代頃から,消費者の魚介類の購入先がスーパー
マーケット (以下スーパー)に移行し,スーパー主導の小
売構造が確立した．この小売主導の流通構造への移行

は,産地流通の価格形成メカニズムに影響を及ぼすよう
になり,スーパーによる店頭販売価格の設定が産地価格
を実質的に決定する小売構造が出来上がり,産地の取引
価格が年々減少している [1]．このような産地流通の現
状の打開策の一つとして,流通の流れを管理し最適化さ
せる,サプライチェーンマネジメントが挙げられる．こ
れにより,産地と消費地で情報を共有し,適切な価格設
定が可能になる [2]．しかし,サプライチェーンの構築
や運用には解決すべき課題が挙げられている [3]．これ
らの課題に対し,近年,ブロックチェーン (以下 BC)技
術による解決が提案されている [4]．BC技術は BCへ
格納されたデータに対し,真正性と時系上の順番を含む
完全な追跡履歴を提供できるため,先に述べたサプライ
チェーンの非効率性を改善することが期待される．

本発表では, サプライチェーンにおける製品の完全
な監視履歴と情報の整合性が保証されるシステムの実

現を目指し,Ethereum[5]を用いて,水産物流通のための
オークションシステムを示す．この際,トランザクション
(以下 Tx)Gasコストを増大させることなく大量のデー
タを扱う必要があるため,分散ファイル共有システムで
ある Inter Planetary File System(以下 IPFS)[6]を用いて,
実データを扱う場合と比較した．その結果,TxGasコス
トを 15%減少させることができた．

2 提案システム

2.1 システム要件定義

上記の課題を解決するために, 以下のシステム要件
を満たす必要がある．1)生産者と消費者間の情報に透
明性を提供．2)情報の信頼性を保ちながらステークホ
ルダー間で共有する能力．3)トラブルに迅速に対応し,
様々なシナリオを実行する能力．また,リスクや責任の
所在定義．4)相互の信頼を可能にする効果的なステー
クホルダーの管理方法．5)大量のメタデータに対し,シ
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図 1: アプリケーション構成図

ステムのコストを抑えて運用する能力．これらがシス

テム開発の要件となる．

2.2 システムのフロー

本研究では,提案する水産物流通の為のオークション
システムをWEBアプリケーションとして開発した．シ
ステムの構成を図 1 に示す．クライアント側は, サー
バー側との製品情報の送受信と,Ethereum の操作を行
う．また,MetaMaskを用いて,Ethereumのアカウント管
理を行っている．Ethereumの分散ネットワーク上には,
オークションと製品追跡のための複数のスマートコン

トラクトを登録しており,コントラクトによって管理さ
れている情報がステートに格納されている．Webサー
バーでは主に,クライアント側から送信されたデータを
IPFSへ送信する．

2.3 オークション作成と製品追跡

オークションへの出品フローを述べる．まず,出品者は
Webブラウザから製品情報とオークション設定をサー
バーへ送信する．Web サーバは, 受け取ったデータか
らBufferを作成し,IPFSへブロードキャストする．その
際,IPFS上でのコンテンツアドレッシングに用いる hash
値をクライアント側へ送り返す．クライアント側では,
サーバーとの通信が成功したことを確認して,Ethereum
へ Txを送信し,コントラクトを呼び出す．この出品用
コントラクトでは,製品毎に構造体を作成し,メンバの
一つに先程の hash値を格納する．全ての製品は public
な構造体配列で表現されており,ネットワークに参加し
ている誰でも確認できる．また,出品者によって,製品
情報は任意のタイミングで更新できる．この際,ステー
トにデータを書き込むため,出品者は,その時の Gasの
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相場に従いコストを支払う．Tx送信に成功した場合,ス
テートの情報を用いてブラウザの表示が更新される．

2.4 入札と落札

前節で作成したオークションへの入札と落札の機能に

関して述べる．入札するためには,入札額を Etherで指
定して,payableな Bid関数へ Txを送信する．Bid関数
は受信したTxを requireでチェックする．ここでは,Bid-
dingTimeで設定されたオークションの制限時間内であ
ること,最大入札額を超える Etherが指定されているこ
と,落札完了フラグの BidCompletionが falseであるこ
とを確認する．この条件を満たしている Txを送信し
たアドレスが HighestBidderに上書きされ,それまでの
最高額入札者のアドレスは返金者リストに追加される．

これを繰り返すことで,買い手が値段を釣り上げていく,
イングリッシュ・オークションを実現した．

最後に,入札の制限時間を終えたオークションを指定
して,AuctionEnd関数を呼び出す必要がある．これによ
り,最大入札額が出品者のアドレスに送金され,落札完
了フラグが Trueになり,以後入札ができなくなる．落
札完了フラグが TrueのオークションでWithdraw関数
を呼び出す．返金者リストに記録されている全てのア

ドレスへ,入札に用いた Etherを返金する．
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図 2: 入札から落札までのフロー

3 評価

2.1 節の課題の 1) と 2) の解決には,public な構造体
配列で表現された製品データ及び, 全ての取引記録を
Ethereumの BCに格納することでなされる．課題 3)の
解決には, システムを自律分散的に動作するスマート
コントラクトで実装することによりなされる．課題 4)

の解決には,BCのデジタル署名に基づいた取引により
なされる．課題 5)の解決には，TxGasコストの削減が
必要である．そのため，構造体を作成する際に,IPFSを
用いて製品情報から生成した hashを格納したブロック
と,IPFSを使わず,実データを格納した際の TxGasコス
トとデータサイズを比較した結果を表 1に示す．結果
より,IPFSを用いることで Ethereumの TxGasコストは
15%減少したことがわかり，課題 5)が解決されている
と言える．

表 1: Txコスト比較
製品情報の形式 Gas Used Data Size

実データ 254608 gas 255 byte
hash値 216441 gas 203 byte

4 おわりに

今後,本システムを実際に現場に運用した際のユーザ
ビリティの課題や,ユーザーが Ethereumを使うことの
敷居を下げる活動に取り組んでいく．
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